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モスフラット壁面対応型の取り扱いについて  

①商品到着後 

乾燥した風通しのよい屋内で保管してください。 

②急ぎの出荷商品 

できるだけ速やかに梱包を開封して下さい。 

保水状態の場合は、天日で乾燥させて下さい。 

③保管について 

春先から夏場にかけては、梱包のままにしないで下さい。 

開封したコケ材を太陽光のあたらない温度の低い場所で、 

床から浮かした風通しの良い状態にして下さい。 

冷蔵庫で５度前後の室温などで保管するのが理想です。 

温度の高い環境で保管すると蒸れ現象が起き易くなります。 

菌糸（白く薄い綿状）が見えるような場合は、 

一度太陽光にあて完全に乾燥して下さい。 

④施工について 

壁面の躯体に直接にシリコーン系コーキング剤により固定して下さい。 

端部と隣接する端部には十分な分量によるコーキング剤が必要です。 

端部を双方から圧着して隙間ができないようにしながら固定して下さい。 
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アンカーなどとコーキング剤の併用による固定も有効です。 

暴風雨とか鳥類被害からの防止用に保護ネットは必須です。 

太陽光、雨、夜露があたる条件が必要です。 

⑤仕切り材・見切り材について 

コケ緑化面の周囲は乾燥し易く剥落防止と景観保持に必要です。 

⑥管理の注意点について 

季節の変わり目毎の生育状況の観察が必要です。 

おおよそ施工１ヶ月～２ヶ月、３ヶ月後の四季を目安に観察して下さい。 

観察方法の基本は、デジカメなどによる接写～中景～遠景の定点撮影して下さい。 

分析と報告の方法は、インターネットのE-Mailでモスネット協会yihara@moss-net.jpへ配信して下さい。 

協会で画像解析とか生育分析の結果を連絡します。 

⑦潅水について 

必ず潅水が必要ですのでモスネット協会へご相談下さい。施工場所と施工時期により水量とか潅水リズムなどの条件が異なりま

す。手動による潅水は熟練を要します。多孔質チューブ・タイマー・雨水センサーの組み合わせによる再自然化自動潅水システ

ムを推奨します。 

⑧スナゴケの生理について 

スナゴケは、春先から夏場に起きやすく蒸れ現象には注意して下さい。 
多孔質潅水チューブ 

危険領域の温度は２８度以上ですが、湿度が伴わない場合は心配はありません。 

真夏の日中などは４０度近くあがりますが、苔にとってはまったく問題はありません。 

スナゴケ茎葉体の最高温度の記録は８０度です。 

但し、茎葉体の内部が保水すると極端に温度に対し弱くなります。 

蒸れ現象が起きると、菌類に発生が起き回復が大変に難しくなります。 

薬剤散布による除菌方法もありますが、耐性菌の発生により一時的な効果しか望めません。 

雑草が生える場合もありますが、やがて枯渇しますので気にしないで下さい。 

雑草を取り除く場合は、周りを手で押さえて、静かに引き抜いて下さい。 

雑草を完全に取り除く場合は、水を抜き苔を仮眠状態にすれば枯渇します。 

 
●モスフラットの品種＝スナゴケRhacomitrium

レ コ ミ ト リ ュ ム

 canescens
ケ ネ ッ セ ン ス

 キボウシゴケ科  
その他＝リグニン無し セルロース有り コケ二酸化炭素１～１．５㎏㎡年 泥炭層 100 年 5cm  
ケヤキ 4～8 年生 5.7 ㎏年（樹高５ｍ）杉 10 年生 高さ 3～5ｍ  
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